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平
成
二
十
八
年
度

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

　

平
成
二
十
八
年
度
定
時
総
会
が
、
去

る
五
月
二
十
七
日
（
金
）
に
城
端
伝

統
産
業
会
館
に
お
い
て
、
五
百
六
十
四

名
（
う
ち
委
任
状
三
百
五
十
七
名
）
の

会
員
出
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ
、
平
成

二
十
七
年
度
事
業
報
告
、
同
収
支
決
算

報
告
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
は
利
賀
地
域
の
野
原
恵
子
会
員

が
務
め
ま
し
た
。
長
尾
益
勇
理
事
長
の

開
会
の
挨
拶
に
続
き
、
セ
ン
タ
ー
の
事

業
活
動
の
永
年
の
貢
献
を
た
た
え
、
優

良
会
員
三
十
七
名
、
会
員
加
入
促
進
奨

励
優
良
会
員
三
名
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
理
事
を
退
任

さ
れ
た
理
事
五
名
に
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
来
賓
の
南
砺
市
長
代
理

の
工
藤
義
明
副
市
長
、
川
邊
邦
明
南
砺

市
議
会
議
長
、
中
田
俊
充
富
山
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
会
長
、
碓

井
徹
砺
波
公
共
職
業
安
定
所
所
長
、
山

辺
美
嗣
県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を
戴

き
、
武
田
慎
一
県
議
会
議
員
の
祝
電
披

露
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
地
域
の
滝
本
清
会
員
を

議
長
に
選
任
し
、
平
成
二
十
七
年
度
事

業
報
告
、
同
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

上
坂
吉
明
事
務
局
長
か
ら
議
案
説
明
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案 

　

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案

　

平
成
二
十
七
年
度
決
算
報
告

第
三
号
議
案

　

役
員
の
選
任

　

な
お
、
第
三
号
議
案
で
、
次
の
役
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
紹
介 

理
事
長　

長　

尾　

益　

勇

副
理
事
長　

竹　

下　
　
　

好

専
務
理
事　

上　

坂　

吉　

明

理　
　

事　

吉　

田　

誠　

二

理　
　

事　

塚　

田　

久　

俊

理　
　

事　

今　

井　

芳　

正

理　
　

事　

中　

嶋　

覺
太
郎

理　
　

事　

定　

村　

謙　

一

理　
　

事　

安　

居　

弘　

子

理　
　

事　

大　

藏　

武　

雄

理　
　

事　

山　

田　

勝　

芳

理　
　

事　

藤　

井　

清　

美

理　
　

事　

野　

原　

勝　

二

理　
　

事　

河　

合　

昭　

子

理　
　

事　

立　

野　

充　

子

理　
　

事　

山　

田　

良　

一

理　
　

事　

叶　

山　

勝　

之

監　
　

事　

北　

島　

幸　

明

監　
　

事　

前　

川　

達　

夫

報
告
事
項 

報
告
第
一
号

　

平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算

報
告
第
二
号

　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

報
告
第
三
号

　

平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算

会
員
の
状
況 

　

年
度
末
に
お
け

る
会
員
数
は
、「
会

員
加
入
促
進
奨
励

事
業
」
の
推
進
や

就
業
体
験
談
を
盛

り
込
ん
だ
魅
力
あ

る「
入
会
説
明
会
」

の
開
催
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え

た
会
員
募
集
活
動

を
行
っ
た
結
果
、

前
年
度
に
比
べ
て

一
名
減
の
男
性

五
百
二
十
一
名
、

女
性
三
百
六
十
二
名
計
八
百
八
十
三
名

と
な
り
ま
し
た
。

平成25年度 平成26年度 平成27年度 前年度差

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人）

男 534 57.4 518 58.6 521 59.0 3

女 396 42.6 366 41.4 362 41.0 ▲4

会員数 930 100.0 884 100.0 883 100.0 ▲1

承
認
さ
れ
た
議
案

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
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事
業
実
績

　
「
一
会
員
一
就
業
開
拓
運
動
」「
気
軽

に
サ
ポ
ー
ト
隊
」
や
会
員
自
ら
起
業
し

た
「
エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
等
を

行
う
と
と
も
に
、国
の
補
助
事
業
の
「
高

齢
者
活
用
・
現
役
世
代
雇
用
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
の
実
施
と
あ
い
ま
っ
て
就
業
の

拡
大
を
図
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
項

目
も
減
少
傾
向
に
あ
り
大
き
な
課
題
を

残
し
ま
し
た
。

①
会
員
の
拡
大
と
就
業
機
会
の
拡
大

②
高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代
雇
用
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
推
進

③
地
域
就
業
機
会
創
出
・
拡
大
事
業
の

実
施

④
安
全
・
適
正
就
業
対
策
の
推
進

⑤
普
及
啓
発
活
動
の
推
進

⑥
会
員
に
よ
る
自
主
的
運
営
と
組
織
の

活
性
化

⑦
効
率
的
な
運
営
と
事
務
局
体
制
の
整

備

　

総
会
後
に

は
、
記
念
講

演
会
が
開
催

さ
れ
、
講
師

に
公
益
社
団

法
人
高
岡
市

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

お
助
け
隊　

樋
爪
和
夫
班
長
を
お
招
き
し
、「
シ
ル

バ
ー
く
ら
し
の
お
助
け
事
業
」
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
総
務
委
員
長　

竹
下　

好
）

　

本
年
度
の
定
時
総
会
で
表
彰
を
受
け

ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

感
謝
状
被
贈
呈
者

野
原　

順
作　
　

池
田　
　

實

坂
井　

章
子　
　

高
田　

芳
子

小
松　
　

博

優
良
会
員
被
表
彰
者

城
端
支
所
（
十
三
名
）

山
田　

友
一　
　

中
島
美
智
子

中
川　

澄
子　
　

上
田　

敏
子

朝
日　

秀
雄　
　

上
田　

征
康

山
下　
山

欽
一　
　

松
井　

春
枝

中
島　
　

翼　
　

田
原　

弘
昭

保
院　

宏
子　
　

村
田　

光
子

下
﨑　

久
麿

本
所
・
利
賀
地
域
（
一
名
）

谷
中
芙
紗
子

本
所
・
井
波
地
域
（
五
名
）

武
田　
　

寛　
　

山
本　

申
三

倉
田　
　

亮　
　

前
田
と
し
子

四
塚　

弘
子

本
所
・
井
口
地
域
（
二
名
）

開
澤　

幸
子　
　

松
川　

精
文

本
所
・
福
野
地
域
（
八
名
）

城
寳　
　

隆　
　

明
嵐　

文
平

高
瀬　

正
子　
　

山
田　

正
光

松
岡　

睦
子　
　

中
田　

和
雄

中
田　

睦
子　
　

蓑
口　
　

治

福
光
支
所
（
八
名
）

山
田
比
美
子　
　

中
島　

義
則

石
﨑　

幸
男　
　

山
下　

昭
夫

太
田　

信
夫　
　

村
上　

静
子

高
倉　
　

勝　
　

栗
山
千
恵
子

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

平
地
域　
　
　
　

山
田　

勝
芳

利
賀
地
域　
　
　

野
原　

勝
二

井
口
地
域　
　
　

窪
田　

喜
作

平成25年度 平成26年度 平成27年度

前年度差 前年度差 前年度差
受注件数

（件）
7,400 142 7,235 △165 7,029 △206

配分金
（千円）

376,101 △66,754 344,765 △31,336 307,957 △36,808

契約金額
（千円）

436,522 △69,329 403,556 △32,966 371,121 △32,435

延日人員
（人日）

99,661 △13,496 87,243 △12,418 81,986 △5,257

就業率
（％）

89.2 △3.2 86.1 △3.1 83.1 △3

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

代表受領のみなさん

平
成
二
十
八
年
度
重
点
事
業
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富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

優
良
会
員
表
彰

　

去
る
六
月
十
三
日
（
月
）、
富
山
市

の
「
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
」
で
、
平

成
二
十
八
年
度
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
定
時
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
優
良
会
員
三
名
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

優
良
会
員
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

　

中
川　

敏
正　

堀
池
小
百
合

　

吉
田　

誠
二
（
代
理
授
与
）

 

喜
び
の
声

井
口
地
域
　
中
川
　
敏
正

　
こ
の
度
の
栄
え
あ
る
表
彰
を
い
た
だ
き
、

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
入
会
し
て
か
ら
二
十
年
あ
ま
り
で
す
が
、

初
心
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留

意
し
、
仲
間
と
共
に
一
件
一
件
の
就
業
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
野
地
域
　
堀
池
小
百
合

　
こ
の
度
、
思
い
掛
け
な
い
表
彰
を
し
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
も
偏
に
役
職
員
の
方
や

皆
様
の
ご
支
援
あ
っ
て
の
こ
と
と
心
か
ら

感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
健
康
に
心
掛
け
、

安
全
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
勤
め
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。福

光
地
域
　
吉
田
　
誠
二

　
こ
の
度
、
県
シ
連
総
会

に
於
て
、
身
に
余
る
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
恐
縮

し
て
お
り
ま
す
。

　
受
賞
を
契
機
に
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
に

精
進
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
都
合
で
出
席
叶
い
ま
せ
ず
、
申

し
訳
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

就
業
現
場
に

　
お
邪
魔
し
ま
し
た
！

～
井
口
堆
肥
作
業
場
～

　

前
号
の
げ
ん
き
南
砺
で
ご
紹
介
し

た
「
剪
定
枝
葉
の
堆
肥
化
事
業
」
の
新

し
い
作
業
場
（
久
保
地
内
）
に
お
邪
魔

し
、
新
し
い
チ
ッ
プ
機
械
の
性
能
や
就

業
会
員
の
作
業
光
景
な
ど
を
取
材
し
ま

し
た
。

一
、
作
業
環
境
は
？

◦
集
積
場
所

が
広
く
、
各

地
域
か
ら
の

運
搬
の
便
が

良
い
。

◦
作
業
初
め

で
、
機
械
な

ど
の
配
置
も

あ
る
が
、
改

良
な
ど
を
行
い
効
率
よ
く
作
業
が
で
き

そ
う
。

二
、
就
業
の
情
景
は
？

◦
三
名
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
和
気

あ
い
あ
い
で
作
業
さ
れ
て
い
る
。

◦
始
め
て
の
本
格
作
業
に
も
関
わ
ら

ず
、
段
取
り
と
連
携
が
良
く
作
業
を
さ

れ
て
い
る
。

三
、
問
題
点
は

◦
堆
積
量
や
搬
入
車
両
の
状
況
が
分
か

ら
な
い
。
道
路
幅
が
狭
い
の
で
時
間

帯
に
よ
り
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
チ
ッ
プ
堆
肥
化
方
法
の
指
導
や
機

械
に
適
合
し
て
い
な
い
運
搬
用
集
積
袋

の
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

取
材
を
し
て
の
感
想
は
、
騒
音
に
よ

る
周
辺
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
ま

だ
解
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

是
非
と
も
成
功
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

　

ま
た
、
会
員
皆
様
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
広
報
班　

俵　

秋
雄
）

井口堆肥マップ

GS コンビニ

井口行政
センター

GS

椿館

至福光・城端

至井波
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②洗浄液をかけて洗うとカビホコリ等
が流れ落ちる

　

福
野
障
子
班
の
担
当
す
る
地
域
は
、

福
野
福
光
と
小
矢
部
津
沢
や
砺
波
市
鷹

栖
の
一
部
で
す
。

　

現
在
作
業
す
る
人
数
は
七
〇
代
の
男

性
三
名
で
ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
。
特
に
お
盆
前
は
毎

日
フ
ル
稼
働
の
状
態
で
す
。
お
客
様
の
ご
希
望
を
お

伺
い
し
て
、
少
し
で
も
満
足
の
い
た
だ
け
る
製
品
に

仕
上
が
る
様
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

製
品
が
仕
上
が
り
納
入
し
た
と
き
「
障
子
明
る
く

な
っ
た
ち
ゃ
」「
襖
キ
レ
イ
に
な
っ
た
ネ
ー
」
と
喜
ば

れ
た
と
き
に
、
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。福

野
障
子
班
　
池
田
　
公
班
長

（
平
成
二
十
七
年
四
月
着
任
）

　

我
が「
障
子
・
襖
の
張
替
」城
端
班
で
は
、男
性
四
名
・

女
性
一
名
（
計
五
名
）
で
、
城
端
・
井
波
・
井
口
・
平
・

福
光
地
区
の
一
部
を
担
当
エ
リ
ア
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

お
客
様
に
納
品
し
た
と
き
に
「
あ
ら
～
よ
い
が
に

な
っ
た
ち
ゃ　

あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
が
最
大
の
喜

び
で
あ
り
、
ま
た
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
子
班
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
お
客
様
第
一
、
優
秀
な

技
術
の
習
得
、
笑
顔
の
対
応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
の
精
神
で
あ
る
「
自
主
・
自
立　

共
働
・

共
助
」
を
基
本
に
元
気
な
内
は
、
少
し
で
も
皆
様
の

お
役
に
立
て
た
な
ら
ば
と
思
い
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

城
端
障
子
班
　
山
下
　
明
吉
班
長

（
平
成
二
十
五
年
四
月
着
任
）

　みんなの
ひ ろ ば
職群編

　

エ
ア
コ
ン
清
掃
の
講

習
会
を
受
け
て
い
た
仲

間
が
四
人
集
ま
り
、「
一

緒
に
仕
事
が
出
来
な
い

か
。
…
」
と
言
っ
た
の

が
も
と
で
、
エ
ア
コ
ン

班
を
立
ち
あ
げ
て
、
二

年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

下
記
の
写
真
を
見
て

く
だ
さ
い
。
思
っ
た
以

上
に
エ
ア
コ
ン
は
汚
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
ど

こ
の
お
宅
で
も
洗
浄
後
、

ポ
リ
タ
ン
ク
に
溜
ま
っ

た
黒
い
汚
水
を
見
て
驚

か
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
度
エ
ア

コ
ン
の
清
掃
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

か
ら
喜
ば
れ
る
仕
事
を

モ
ッ
ト
ー
に
エ
ア
コ
ン

清
掃
作
業
を
全
員
で
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
広
報
班　

嶋
崎　

昭
次
）

①モーターファンをブラシでこするとカ
ビ、ホコリ、たばこのヤニ等が落ちます

③洗浄後の汚水がポリタンクにたまっ
て黒く濁っています

エアコン班の活動
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剪
定
講
習
会
開
催

　

六
月
に
入
り
剪
定
作
業
も
多
忙
を
む

か
え
る
中
、
会
員
の
安
全
と
技
術
習

得
を
目
的
と
し
て
、
六
月
十
六
日
南
砺

市
園
芸
植
物
園
で
講
習
会
が
行
わ
れ

二
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
続
き
、
講
師
の
新
樹
造
園

の
河
合
耕
一
さ
ん
か
ら
剪
定
の
基
礎
・

基
本
に
つ
い
て
わ
か
り
易
く
講
義
が
な

さ
れ
ま
し
た
。「
枯
れ
枝
を
残
さ
な
い
・

作
ら
な
い
」
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
枝

の
切
り
方
や
切
断
部
所
を
し
っ
か
り
見

極
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
切
り
残

し
は
「
犯
罪
」
だ
と
も
。

　

四
十
分
程
の
座
学
の
後
、
屋
外
に
出

て
松
の
剪
定
に
つ
い
て
の
実
技
指
導
で

す
。
講
師
の
説
明
の
後
、
助
言
を
受
け

な
が
ら
皆
が
剪
定
に
加
わ
り
二
時
間
程

で
随
分
と
す
っ
き
り
し
た
姿
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
広
葉
樹
の
剪
定
で
す
。

最
初
に
紅
葉
の
小
枝
が
皆
に
渡
さ
れ
、

小
枝
を
実
際
の
木
に
見
立
て
て
剪
定
し

た
姿
に
す
る
実
習
で
す
。
た
か
が
小
枝

で
も
な
か
な
か
難
し
い
も
の
が
あ
る
よ

う
で
す
。

　

参
加
者
は
終
始
熱
心
に
聞
き
入
り
、

実
技
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
講
習
会

終
了
後
、
受
講
者
か
ら
、
よ
く
河
合
先

生
の
講
習
会
を
受
講
し
て
い
る
が
、
要

点
を
押
さ
え
て
話
し
て
も
ら
え
る
の
で

大
変
わ
か
り
易
い
。
ま
た
、
自
分
で
庭

木
を
剪
定
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
受

講
し
た
が
、
剪
定
と
刈
込
み
の
違
い
が

よ
く
わ
か
っ
た
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
こ
の
講
習
会
が
剪
定
の

知
識
を
深
め
、
よ
り
技
術
を
高
め
ら
れ

る
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。　
　
　
（
広
報
班　

栗
山　

誠
一
）

独
自
講
習
会
の
開
催
予
定

　

安
全
と
技
術
を
習
得
す
る
講
習
会
を

本
年
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
就
業
を

希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
、
年
に
一
度
、

自
分
の
就
業
状
態
を
確
認
す
る
為
・
安

全
就
業
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
受
講

を
お
願
い
し
ま
す
。

  《 

講 

習 

会 

名 

》

 

◇
雪
吊
り
・
雪
囲
い
講
習
会
◇

　
　

開
催
時
期　

十
月
中
旬

　
　

開
催
場
所　

井
波
高
瀬
公
民
館

 

◇
調
理
講
習
会
◇

　
　

開
催
時
期　

十
二
月
上
旬

　
　

開
催
場
所　

旅
川
会
館

 

◇
介
護
補
助
（
マ
ナ
ー
）
講
習
会
◇

　
　

開
催
時
期　

一
月
下
旬

　
　

開
催
場
所　

未
定

 

◇
薬
剤
散
布
講
習
会
◇

　
　

開
催
時
期　

二
月
上
旬

　
　

開
催
場
所　

　
　

福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　

開
催
日
時
等
詳
細
は
、
決
ま
り

次
第
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
！

　

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
は
、
就

業
中
や
就
業
途
上
の
「
事
故
ゼ
ロ
」
を

目
指
し
て
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
安
全

意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
本
年
度
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー（
人
的
ミ
ス
）の
防
止「
指
差
呼
称
」

を
推
進
し
て
ぃ
ま
す
。

　

対
象
物
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
目
と

耳
で
確
認
し
、
は
っ
き
り
と
し
た
声
で

「
○
○
ヨ
シ
！
」
と
呼
称
し
ま
す
。
皆

さ
ん
、
人
間
の
エ
ラ
ー
に
よ
る
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

第１回安全パトロールの様子
（7月7日　福光地内）
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安
全
就
業
標
語
の
募
集 

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
全
・
適
正

就
業
の
取
組
み
を
、
よ
り
一
層
強
化

し
、
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め

「
安
全
就
業
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

〇
応
募
規
定

　

①
標
語
は
会
員
の
安
全
就
業
に
か
か

る
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
注
意
を

喚
起
し
て
傷
害
・
賠
償
事
故
防
止
の
一

助
と
す
る
内
容
の
も
の
と
し
ま
す
。

　

②
応
募
対
象
者
は
、
南
砺
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
限
る
も
の

と
し
ま
す
。

　

③
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

　

④
会
員
一
人
に
付
き
二
点
ま
で
応
募

可
と
し
ま
す
。

○
応
募
方
法

　

別
添
の
応
募
用
紙
に
標
語
及
び
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
当

セ
ン
タ
ー
本
所
又
は
各
支
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
審
査
及
び
表
彰

　

選
考
委
員
会
を
設
け
応
募
作
品
を
十

点
に
選
抜
し
、
そ
れ
を
会
員
投
票
で
決

定
し
、
平
成
二
十
九
年
度
定
時
総
会
に

て
表
彰
し
ま
す
。

・
最
優
秀
賞
一
点
（
賞
状
及
び
副
賞
）

・
優
秀
賞　

二
点
（
賞
状
及
び
副
賞
）

・
入
選　
　

七
点
（
副
賞
）

○
応
募
締
切
り

　

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
日
（
木
）

必
着

　
”皆
さ
ん
の
応
募
を

　
　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。“

事故発生状況　　　　　　　  （平成28年７月31日現在）
【傷害事故】

№ 発　生
年月日 地域 作業名 事故の状況

1 H28.6.1 城端 屋内
軽作業 就業中

調理場で食器等を洗っていた
際、誤って包丁で左手の甲を切
り、3針縫った。

2 H28.7.26 城端 草刈
作業 就業中

林道医王線の草刈作業中、土中の
巣から出て来たスズメハチに左手
の甲を刺された。直ぐに病院へ行
き、治療（点滴）をした。

（前年同期間：2件）

【賠償事故】

№ 発　生
年月日 地域 作業名 事故の状況

1 H28.4.5 福光 伐採
作業 就業中

しゅろの木の伐採作業中、蔵の
横にあるサンルームの物置に倒
れ、屋根を破損した。

2 H28.6.2 城端 草刈
作業 就業中

畦の草刈作業中、飛び石により
走行中の車の助手席側の窓ガラ
スを破損した。（運転手にはケ
ガは無かった。）

3 H28.6.6 福光 伐採
作業 就業中

ヒバの木の伐採作業中、倒した
木が跳ね上がり、家屋の外壁を
破損した。

4 H28.6.23 平
運転
業務

（派遣）
就業中 運行経路の確認を終え、バック

で納車した際、ハンドル操作を
誤り、車の後部を車庫の柱にこ
すり、損傷した。5 H28.7.11 平

運転
業務

（派遣）
就業中

6 H28.7.26 平
運転
業務

（派遣）
就業中

利用者を降ろして発進する際、
踏み台を閉じるのを忘れ、前方
にあった障害物に接触し破損し
た。

（前年同期間：2件）

平成28年度会員研修　平成28年10月6日(木)～7日(金)
　　真田幸村ゆかりの地・松代＆上田と
　　　　世界遺産の富岡製糸場＆
　　　　　　舌切り雀の宿磯部温泉の旅！!　 真田丸「上田城址」

　徳川家康の大軍を
２度撃退した上田城

世界遺産「富岡製糸場」
　建物のデザイン一つ一つ
に、当時の歴史的背景があ
り、そこで働いていた女性
たちの想いを感じ、大きな
美術作品に触れる感覚で

「舌切雀」の伝説が生まれた地として
知られる磯部温泉
　温泉は「美肌湯」「風邪治しの湯」
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編

集

後

記

　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
七
月

三
十
一
日
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
方
で

す
。

《
城
端
支
所
》
（
六
名
）

　

・
湯
浅　

正
重　

・
川
端　

一
雄

　

・
石
村　

明
実　

・
池
田
外
司
夫

　

・
神
田　
　

清　

・
谷
口
カ
ヅ
子

《
利
賀
地
域
》
（
三
名
）

　

・
前
川　

静
子　

・
平
片　
　

進

　

・
平
片　

次
代

《
井
波
地
域
》
（
六
名
）

　

・
岩
倉　

恒
夫　

・
松
田
恵
美
子

　

・
久
恵　
　

実　

・
長
井　

賢
尚

　

・
前
田　
　

裕　

・
横
井　
　

諭

《
井
口
地
域
》
（
三
名
）

　

・
金
道　

昭
一　

・
堀　
　

伸
子

　

・
小
林　

文
雄

《
福
野
地
域
》
（
十
八
名
）

　

・
山
崎　

陽
子　

・
向
井　

政
則

　

・
嶋　

き
く
乃　

・
上
田　

哲
夫

　

・
高
柳　
　

実　

・
今
村　

正
夫

　

・
梅
原　

恵
子　

・
谷
田
真
津
男

　

・
中
明　

富
雄　

・
前
花　

幹
夫

　

・
柴
田　

由
男　

・
杉
本
登
喜
子

　

・
辻　
　

一
郎　

・
川
森　

正
弘

　

・
高
瀬　

節
子　

・
安
田　
　

清

　

・
松
浦　

弘
子　

・
加
賀
田
信
吉

《
福
光
支
所
》
（
二
十
名
）

　

・
川
合　

孝
治　

・
柄
崎　

哲
夫

　

・
中
川　

一
郎　

・
七
山
眞
佐
子

　

・
細
木　

和
子　

・
金
丸
由
利
子

　

・
井
口　

邦
雄　

・
森
井　

敏
子

　

・
七
山
婦
美
子　

・
山
本　

昭
夫

　

・
向　
　
　

栄　

・
江
波
美
知
子

　

・
神
田　

明
美　

・
沢
田
由
紀
夫

　

・
高
西　

信
夫　

・
名
越　

恭
子

　

・
山
岸
登
志
雄　

・
水
上　

昭
成

　

・
山
田　
　

稔　

・
池
田　

孝
二

　
南
砺
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以
上

で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
皆
さ
ん
の

ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
に
、
ぜ
ひ

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
期
日　

九　

月
二
十
日
（
火
）

　
　
　
　

十　

月
二
十
日
（
木
）

　
　
　
　

十
一
月
十
八
日
（
金
）

　
　
　
　

十
二
月
二
十
日
（
火
）

・
会
場　

福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

・
時
間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

●
配
分
金
支
払
日

　

・
八　

月
分
…
九　

月
二
十
日
㈫

　

・
九　

月
分
…
十　

月
二
十
日
㈭

　

・
十　

月
分
…
十
一
月
十
八
日
㈮

　

・
十
一
月
分
…
十
二
月
二
十
日
㈫

•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

シ
ル
バ
ー
の
日
に
つ
い
て

•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

◦•

　

十
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
普
及
促
進
月
間
」
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と

お
し
て
、
シ
ル
バ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
新
し
い
仲
間
に
加
入
を
呼

び
か
け
る
月
間
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

三
つ
の
専
門
委
員
会
の
一
つ
で
あ
る

広
報･

地
区
活
動
委
員
会
の
新
メ
ン
バ
ー

が
、
初
め
て
制
作
し
た
「
げ
ん
き
南

砺
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
も
は
や
半
分
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、

国
内
外
と
も
に
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
七
月
に
は
、
十
八
歳
、

十
九
歳
が
参
加
し
た
初
の
国
政
選
挙
の

参
議
院
議
員
選
挙
、
八
月
に
は
リ
オ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
そ
し
て
全
国
高
校
野

球
選
手
権
大
会
な
ど
、
沢
山
の
夢
と
感

動
・
勇
気
や
元
気
を
与
え
て
く
れ
た
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

げ
ん
き
南
砺
も
、
皆
様
に
勇
気
や
元

気
を
届
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
広
報
班　

中
嶋
覺
太
郎
）

新
入
会
員
紹
介

�

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

配
分
金
に
つ
い
て

入
会
説
明
会

 

私
た
ち
広
報
班
で
す
！

　   

げ
ん
き
南
砺
に
会
員
各
位
の
多
く
の

 

投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
募
集
中


